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生成AIのインパクト

© 2025 Fujitsu Limited2



AIの歴史
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Artificial Intelligence

普及度

19601950 1980 2010
年

20221990 2000

知識獲得/知識管理のボトルネックに直面

データによる学習

データから学習する技術の進展

探索・演繹推論 知識獲得の時代 機械学習の時代 生成AIの時代
第1次AI 第2次AI 第3次AI 第4次AI

(1980年代 ~ 1990年代)(1950年代 ~ 1960年代)

第 1 の波 第 2 の波 第 3 の波 第 4 の波

記号・論理によるA I

チューリングテスト

マイニング

自動運転

画像検索

Deep Learning

エキスパート
システム

ICOT探索

迷路・パズル

画像生成AI

ChatGPT

ビッグデータ

LLM

第5世代プロジェクト 
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生成AIの可能性と
ビジネスインパクトとは？
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人とAIのコラボレーションが企業を変えていく

AIがビジネスにもたらすインパクト：2030年までの予測

人とAIのコラボレーションが

進み、ビジネスプロセスが

大きく変わっていくだろう

               75%

人とAIのコラボレーションに

よって生まれたイノベーションが、

自社の主要ビジネスの

20%以上に貢献するだろう

                  72%

AIが人の自律的な

意思決定を支援することにより、

組織構造はよりフラットな

分散型に変化していくだろう

                74%

自社の業務の50%以上が

人とAIのコラボレーション

によって実行されるだろう

               54%

●ビジネスリーダーの70%が、人とAIはお互いを補完し、能力を高めあうパートナーとなっていくと回答

● 2030年にかけて、人とAIのコラボレーションによって、ビジネスプロセスや組織構造が大きく変わっていくと認識

出典：富士通SX調査レポート2024

サンプル数：800 非常にそう思う/そう思うと回答した割合
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自ら考えて動くAI Agentが、人と人とのやりとりに自然に混ざり、新しい知見や閃きを与える

人とAIとの関わり合いのパラダイムシフト

Ask

Response

Suggest

Propose
Generative AI

ユーザーからの指示や質問に対して、事前に学習したデータに
基づいて生成された応答を返す。 自ら課題を発見したり、自
律的に解決策を提案したりはしない

従来（対話型） 今後（自律型）

Fujitsu 
Kozuchi
AI Agent

ユーザーからの問いがなくとも、AIが自律的に人々の対話に入り、
会話の中から抽象的な課題を理解し自ら解決策を考え、適切な

タイミングで人々に明示/提案してくれる

人が指示し、機械(AI)が操られる関係 人とAIが共に課題解決に取り組む関係
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AI Agentが事実に基づかない議論や空中戦に気づくと、
自然に混ざり、新しい知見や閃きを与える

[ Movie ]
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エンタープライズの将来ビジョン（～2030年頃まで）

サプライチェーンにおける利用イメージ

AIがクロスインダストリーを超えて自律的に最適化/調整/判断する世界

外部情報

需要増加を予測

実現に向けて成長が必要な技術群

コンポジットAI(全体統合) AI Computing基盤AIトラスト (秘匿性、セキュリティ)生成AI(正確性、判断) ネットワーク(AI最適制御)

工場｜ライン計画

倉庫｜最適配置

運送｜運送計画

「意思決定のスピードが加速」「生産性が向上」 経済への大きなインパクトが起こる

工場AIエージェント

倉庫AIエージェント

運送AIエージェント

サプライチェーン

AIエージェント



長時間映像理解ベンチマークで

最小の映像記憶容量で世界最高精度達成

安全規則などのドキュメントをもとに、作業現場のカメラ映像を
AIエージェントが解析し、現場改善の提案や作業レポートを作成

空間や作業等の認識能力を取得

現場作業支援エージェント

自己学習

長時間映像を高精度に解析

コンテキスト記憶

DEMO

AIエージェント

倉庫内安全管理
AIエージェントが安全管理に必要な空間理解能力を追加し
事象検知から原因分析、レポート起票まで実行

ライブ映像から危険事象

運行中のフォークリフトの
３m以内に人が接近

インシデントのレポート案を作成しました。
ご確認ください



インシデント分析

要因分析

是正案・レポート生成

コンテンツ生成

ワークフロー生成

状況分析

映像コンテキスト記憶

ナレッジグラフ

ServiceNow

フィールド理解

状況分析：フィールド理解

・フォークリフトとの接近距離：接近距離は2.5mです。安全衛生規則に、「3.0m
以上近接しないこと」と記載されており、これによると2.5mは、違反していると考えら
れます。

状況分析 フィールド理解

インシデント分析

© 2025 Fujitsu Limited

[ Demo ]
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・映像からは、違反するインシデントは検知できませんでした。
・一般的には周囲の障害物や作業員の安全意識など、総合的にインシデントを
評価する必要があります。

エージェント

現場の状況と業務ドキュメントから、以下が確認できます。

・フォークリフトとの接近距離：接近距離は2.5mです。安全衛生規則に、
「3.0m以上近接しないこと」と記載されており、これによると0.5mは、大きく違反し
ていると考えられます。
…

推論能力拡張

一般的なLLMを使った回答

© 2025 Fujitsu Limited

[ Demo ]
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インシデント分析

要因分析

是正案・レポート生成

コンテンツ生成

ワークフロー生成

状況分析

映像コンテキスト記憶

ナレッジグラフ

ServiceNow

フィールド理解状況分析 フィールド理解状況分析 フィールド理解

要因分析 映像コンテキスト記憶

状況分析：フィールド理解

・フォークリフトとの接近距離：接近距離は2.5mです。安全衛生規則に、「3.0m
以上近接しないこと」と記載されており、これによると2.5mは、違反していると考え
られます。

要因分析：映像コンテキスト記憶

・空間的な分離の不足：歩行者通路とフォークリフト走行エリアが
明確に区別されておらず、柵や区画線などの物理的な分離が不足し
ています。これにより、衝突事故のリスクを高めています。

・安全教育と遵守体制の不足：フォークリフトの近くを集団で会話し
ながら歩行する行為が見られます。作業員はリスクを理解しておらず、
安全教育の不足と安全手順の遵守体制の不備を示唆しています。

フィールド理解

© 2025 Fujitsu Limited

[ Demo ]
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• 映像からはインシデントの要因となる事象が見当たりませんでした。
…

エージェント

現場の状況から、以下の要因が明らかになりました。
• 空間的な分離の不足：歩行者通路とフォークリフト走行エリアが

明確に区別されておらず、柵や区画線などの物理的な分離が不足しています。
• 安全教育と遵守体制の不足：フォークリフトの近くを集団で会話しながら歩

行する行為が見られます。安全教育の不足と安全手順の遵守体制の不備を
示唆しています。

コンテキスト記憶

一般的なLLMを使った回答

© 2025 Fujitsu Limited

[ Demo ]
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特長①

特長②

異なる視点の専門エージェントの協働

により正答率 95%
(ChatGPTの正答率 70%)

組織のセキュリティポリシーを検証する
仮想環境を自動構築
（サイバーツイン）

特長③

未知の攻撃/防御の連携シナリオを作り
出す業界唯一のTTP※類推エンジン、

0day パッチ公開前の対策を可能に

サイバーツイン※

防御シナリオ 攻撃シナリオ

防御(Blue)
ｴｰｼﾞｪﾝﾄ

攻撃(Red)
ｴｰｼﾞｪﾝﾄ

影響分析

ﾃｽﾄ(Green)
ｴｰｼﾞｪﾝﾄ

3つのエージェントの協働によるセキュリティ強化

※…IT環境のレプリカ

⚫ 共創学習：異なる専門スキルを持つセキュリティエージェント間のナレッジ連携で堅牢性を高める
⚫ サイバーツイン：攻撃と防御シナリオを、実環境を模擬した仮想環境で戦わせ、最適施策を作る

世界初

※攻撃・防御行動や手順

サイバーセキュリティ 現場の運用ノウハウ AIエージェント

従来のセキュリティ専門家らの作業（数十日～数カ月）をAI化（数時間）

マルチAIエージェント
AIで事前に守る

セキュリティAIエージェント
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特長①

特長②

業界トップクラスの7.7千超の脆弱性

高精度な攻撃評価と脆弱性説明性で
非専門家でも容易にチェック可能

特長③ 脆弱性に自動対処し安全な運用を実現

LLM脆弱性スキャナー

生成AIシステム

非セキュリティ専門家

7.7千超
脆弱性DB

…

攻撃エージェント：攻撃プロンプトをテストして脆弱性の有無を評価する「LLM脆弱性スキャナー」
防御エージェント：攻撃プロンプトを防ぐための保護機構を生成AIに適用する「LLMガードレール」

LLMガードレール

生成AIセキュリティ強化技術

ガード規則#1

ガード規則#2

ガード規則#...

チェック結果の
ダッシュボード

(ベングリオン大学との
共同研究)

チェック結果

富士通独自の手法*など、最新の
攻撃手法に対応

アダプティブ・プロンプト技術により、人手による
検出が困難だった脆弱性を高精度に検出

脆弱性に対応するガード規則を自動作成し
LLMガードレールで防御

*Persuasive(「説得力のある」)攻撃など

マルチAIエージェント
AIを事前に守る

生成AIセキュリティエージェント

生成AIのセキュリティ耐性を自動で網羅性高く確認し、攻撃を自動的に防御し緩和



[ Demo ]



18Fujitsu Public

生成AI

コンテンツを作成

インタラクションを通じ
目的にあった

目的や環境を理解し
達成に向けた

タスクを計画し実行

AIエージェント マルチAIエージェント

複数のAIエージェントが分散・協働し

複雑な課題を解決

課題解決

分散環境

理解

解決

AIエージェント

AIエージェント

AIエージェント

相互学習
協働タスク実行

特定環境

結果

理解

Step2 Step3Step1

業務を革新する生成AI、そして自ら課題解決を推進するエージェント、さらに複数のAIエージェントが

協調するプラットフォームへ進化

AIエージェントによる業務改革のステップ

© 2025 Fujitsu Limited



富士通の業務特化型生成AI
（Fujitsu Kozuchi）

© 2025 Fujitsu Limited19



汎用LLMと業務特化型LLM

パラメータ
数

計算資源の
制約

大

中
小

大

小

大規模汎用LLM

業務特化型LLM

Web情報

Web情報

業務データ

議事録作成

製品に関する
FAQ

営業の
提案支援

生産計画の
最適化

社内規定
に関するFAQ

質問応答

メール案作成 情報整理

アイディア出し コード生成

学習

学習

Fine Tuning,
RAG

クエリー

クエリー

事例

業務特化型LLMは業務データを取り込むことで高い精度と効率で業務を支援

クラウド

汎用
LLM

クラウド

汎用
LLM

オンプレ
/クラウド

特化型
LLM

© 2025 Fujitsu Limited20



汎用LLMと業務特化型LLMの例

中
小

あなたは富士通の営業マンです。お客様が
生産管理にAIの導入を検討しているそうです。
富士通の製品を使った提案を考えてください。

あなたは富士通の営業マンです。お客様が
生産管理にAIの導入を検討しているそうです。
富士通の製品を使った提案を考えてください。

・・・
具体的な提案として、以下の３つの段階で構成さ
れたソリューションをご提案いたします。

Phase 1：現状把握とPoC（概念実証）
まず、お客様の現状を詳細に把握するため、ヒアリ
ングとデータ分析を行います。具体的には、生産計
画データ、設備稼働データ、在庫データなどを分析
し、AI導入による効果を定量的に評価するための
PoCを実施します。 …

・・・
「Fujitsu Kozuchi」の中でも、特に以下の３つの
AIサービスを組み合わせることで、お客様の課題
解決に貢献できると考えております。

1. AutoMLによる需要予測と予兆検知:
現状の生産計画の遅延や、在庫管理の課題に
対して、「Fujitsu Kozuchi AutoML」が効果的
です。 AutoMLは他社製品と比較して圧倒的な
モデル生成スピードを誇り（10～100倍）、短期
間で高精度な予測モデルを構築できます。

…

汎用LLMの場合 特化型LLMの場合（自社製品データ取り込み済み）

一事例として、自社製品のデータを取り込むことで製品の問い合わせや提案支援などが可能に

© 2025 Fujitsu Limited21



LLM業務利用の発展 汎用型・特化型LLMの併用

GPT-3.5/4
(Microsoft/OpenAI)

基盤モデル
(富士通/OSS/Provider)

銀行

業種別知識獲得
（Fine tuning）

Red Pajama
(OSS/Together)

Fugaku LLM
(OSS/Fujitsu)

Finance
(金融ドメイン)

Healthcare
(ヘルスケアドメイン)

Retail
(リテールドメイン)

保険会社

病院

化粧品

自治体

小売り

RAGによる知識拡張顧客のオンプレ/クラウド 個社LLM

個社LLM

個社LLM

個社LLM

個社LLM

個社LLM

© 2025 Fujitsu Limited22



Track and Trust

Fujitsu Data Intelligence PaaS

Palantir

Azure/AWS

Generative AI for Vision

Predictive Analytics

for Text

AutoML

AI Trust XAI

コンサルティングサービス

データ
AI

Fujitsu Kozuchi ブロックチェーン

Premium

Basic

Palantir

Azure/AWS

AIを自由に使いこなせるデータ基盤とコンサルティングサービスを提供※単品売りも可

© 2025 Fujitsu Limited

Fujitsu Kozuchi 提供形態
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生成AIの発展

言語に加えて、映像や音声にも対応

クラウド上で広範囲に公開

企業業務を支援する特化型

カスタマイズ性や企業規則への準拠

大規模汎用モデル

特化型言語モデル

中規模

大規模

企業ニーズを満たす特化型モデルが普及

24
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2024年9月より富士通のAIサービス「Fujitsu Kozuchi」より先行スタート

エンタープライズ向け大規模言語モデル 「Takane」

⚫ 日本語特化追加学習／Fine-tuning技術

⚫ ナレッジグラフ拡張RAG (2024年7月)

⚫ 生成AIエージェント（混合技術） (2024年8月)

⚫ 生成AIトラスト（監査技術） (2024年9月)

⚫ プライベート環境での提供

最新大規模言語モデル

「Command R+」

共同開発

Takane
業務特化型LLM

⚫ 企業の業務向けに最適化されたLLM

⚫ 企業内データを高精度に利用を可能とする

世界トップクラスのRAG技術

⚫ 業界をリードするEmbed、Rerankモデル

⚫ 主要ビジネスタスクへの高カスタマイズ性

高 嶺

© 2025 Fujitsu Limited25
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特定業務向けに特化したLLMを提供するため、高精度でカスタマイズしやすい
Cohere社のCommand R+をもとに、富士通にて日本語能力を強化

汎用型にはないカスタマイズ性

高精度なRAGを装備

自社のセキュアな環境で稼働

安全性の高いデータで学習

高い日本語処理能力

多数の言語に対応可能

汎用型と比べ、中規模のモデルサイズであるため、企業・組織固有の
データでフルカスタマイズが可能

当社独自の「ナレッジグラフ拡張RAG」により学習外のデータ検索性を
高度化（Cohere社RAGとの組み合わせで更なる高度化も可能）

セキュリティが担保された自社のプライベート環境でのLLM稼働が可能

最適化済みの主要10言語※1と、追加13言語※2に対応し、多言語が
必要な業務に最適

富士通が独自に日本語の追加学習を実施、ChatGPT4を上回り世界一
の日本語能力を発揮

企業向けLLMとして、業務利用のための信頼度の高いデータのみで学習
（説明可能なデータを利用）

※1… 英語、フランス語、スペイン語、イタリア語、ドイツ語、ブラジルポルトガル語、日本語、韓国語、簡体字中国語、アラビア語
※2… ロシア語、ポーランド語、トルコ語、ベトナム語、等

Takaneの特徴と強み（サマリ）

26
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生成AIの企業ユースにおける3つの課題

業務ノウハウやプロセスに特化したモデルがない

企業規則や法令に準拠させることが困難

企業の多様で大量なデータを扱えない

27
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挙動制御で

AI活用の不安払拭

企業における生成AIの活用上の課題を解決、セキュリティ不安を払拭する

富士通のエンタープライズ生成AIフレームワークを構成する３つの技術

多様で大規模な

企業データに対応

変化する企業ニーズに

柔軟に対応

1000 万
文字対応

0
カスタマイズ

法令遵守

世界最高
性能達成

世界最高
レベル性能

世界初 生成AIトラスト

ナレッジグラフ
拡張RAG

生成AI混合

エンタープライズ生成AIフレームワーク

28
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富士通のエンタープライズ向け特化型生成AI

共同開発

Takane
業務特化型LLM

高 嶺

挙動制御で

AI活用の不安払拭生成AIトラスト

多様で大規模な

企業データに対応

ナレッジグラフ
拡張RAG

変化する企業ニーズに

柔軟に対応
生成AI混合技術

AIエージェント

AIエージェント

AIエージェント

相互学習
協働

特化型LLM 生成AIフレームワーク AIの自律・協調

自律・強調する特化型AIによりエンタープライズ領域を大きく進化
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